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	☆30分後より
	◎ 輸液ポンプにて50 mL/時間で点滴静注
	④ 50 mL/時間で30分点滴静注した後、患者の状態に変化がなければ
	◎ 輸液ポンプにて100 mL/時間で点滴静注
	⑤ 100 mL/時間で30分点滴静注した後、患者の状態に変化がなければ
	⑥ 150 mL/時間で30分点滴静注した後、患者の状態に変化がなければ
	⑦ 200 mL/時間で30分点滴静注した後、患者の状態に変化がなければ
	⑧ 250 mL/時間で30分点滴静注した後、患者の状態に変化がなければ
	◎ 輸液ポンプにて100 mL/時間で点滴静注
	④ 100 mL/時間で30分点滴静注した後、患者の状態に変化がなければ
	◎ 輸液ポンプにて200 mL/時間で点滴静注
	⑤ 200 mL/時間で30分点滴静注した後、患者の状態に変化がなければ
	⑥ 300 mL/時間で30分点滴静注した後、患者の状態に変化がなければ

